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人口のうごき

78人
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亡

畑

出

死

婚

体 10
育 日の
日は

地
区
対
抗
競
技
や
体
力
テ
ス
ト
実
施

健
康
で
楽
し
い
明
る
い
町
づ
く
り
は
市
民
全
部
の
願
い
で
す
。
健

康
や
体
力
づ
く
り
は
他
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
な
く、

み
ず
か

ら
が
っ
く
り
だ
す
も
の
で
す
。

叩
日
は
体
育
の
日
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
魚
津
市
体
力
づ
く
り

運
動
推
進
協
議
会
で
は
体
協
、
公
民
館
な
ど
の
協
力
の
も
と
「
昭
和

糾
年
度
魚
津
市
民
体
力
づ
く
り
運
動
推
進
大
会
」
を
す
す
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
実
施
種
目
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

報

象
に
午
後
1
時
か
ら
青
少
年
ホ
l
ム

で
体
力
テ
ス
ト
を
実
施

V
体
力
づ
く
り
運
動
推
進
大
会
の
開
会

式

H
m月
5
日
午
前
9
時
か
ら
吉
田

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
青
級
ソ
フ
ト
ポ
l

y
大
会
、
歩
乙
う
会
参
加
者
と
い
っ

し
ょ
に
行
な
い
ま
す
。

V
同
閉
会
式

H
m
月
げ
日
午
後
3
時
か

ら
市
営
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
婦
人
ス
ポ

ー
ツ
大
会
参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に
行

な
い
ま
す
。

立:

マ
魚
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
叩
日

(金
)
リ
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
レ
l
、
卓

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
午
前
9
時

か
ら
東
部
中
学
校
で
紅
白
試
合
や
体

操
、
体
力
テ
ス
ト
を
実
施

?智3撃議¥

マ
歩
こ
う
会
叩
月
5
日
(日
)

乙
ん
ど
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の

坪
野
i
古
血
熊
林
道
を
歩
き
、
き

の
こ
狩
り
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
パ

を
兼
ね
て
行
な
い
ま
す
。

J

貸
切
り
パ
ス
で
、
市
役
所
前
午
占

前
8
時
加
分
発
、
途
中
電
鉄
魚
津

4

駅
前
(
午
前
8
時
刊
分
発
)
か
ら

『l

市
首
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
寄
り
、

「
体
、
バ

力
づ
く
り
運
動
推
進
大
会

開

会

{

式
」
に
参
加
、
午
前
9
時
叩
分
市

1

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
発
し
ま
す
。
一
一

そ
し
て
坪
野
で
下
車
、
坪
野
古
郎

h

熊
林
道
を
往
復
し
ま
す
。
途
中
き

1

の
乙
狩
り
を
楽
し
み
な
が
ら
午
後

3
時
ご
ろ
坪
野
を
経
て
北
山
鉱
泉

・

前
に
つ
き
、
帰
り
は
午
後
3
時
発

の
バ
ス
で
侃
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、

市
役
所
前
、
沼

鉄
魚
津
駅
前
へ
昼
食
お
よ
び
帰
り
の

バ
ス
代
八
十
円
お
持
ち
の
う
え
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

ハU
U

マ
親
子
ゲ
l
ム
大
会

η
日

〈日
)

P
T
A
、
幼
稚
園
の
親
子
に
よ
る

ゲ

l
ム
を
午
前
川
時
か
ら
経
凹
小
学

校
で
笑
施

マ
小
学
校
体
育
大
会
内
日

(水
〉

小
学
校
5
1
6
年
生
四
千
名
が
参

加
し
て
学
校
対
抗
の
競
技
を
市
営
グ

ラ
ウ

ン
ド
で
実
施

一一(1 )一一一44.
マ
青
年
学
級
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

5
日

(日
〉
H
青
年
学
級
対
抗
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
'
大
会
は
午
前
9
時
か
ら

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施

マ
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
行
日
(
金
〉

午
前
日
時
か
ら
市
営
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
レ
ク
リ
ェ
1
シ
ヨ
ン
、
校
下
対
抗

ゲ

l
ム
な
ど
を
実
施

マ
壮
年
体
力
テ
ス
ト
叩
日
(
金
)
刊

日
(
土

)
H四
十
歳
以
上
の
人
を
対

マ
卓
球
大
会
叩
日
(
日
)

二
十
五
歳
以
下
の
青
少
年
ホ
l
ム

利
用
者
を
対
象
に
し
た
卓
球
大
会
は

午
前
川
時
か
ら
青
少
年
ホ
1
ム
で
実

施
マ
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

お
日

(日〉

H
午
前
9
時
か
ら
市
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
公
民
館
対
抗
に
よ
り

行
な
い
ま
す
。
チ
ー
ム
編
成
は
二
十

歳
代
三
人
、
三
十
歳
代
二
人
、
四
十

歳
代
二
人
、
女
子
三
人
の
混
成
に
な

り
ま
す
。

マ
地
区
別
運
動
会

各
地
区
公
民
館
が
主
体
と
な
っ
て

各
小
学
校
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
い
ま

す。道
下
、
松
倉
、
経
団
H
ロ
日

加
積
、
下
中
島
、
木
江
H
日
日

西
布
施

H
m日

(
写
真
上
、
魚
津
地
区
運
動
会
の
パ

ン
喰
い
競
争
)

乙
ん
ど
「
名
誉
市

民
条
例
」
が
で
き
ま

し
た
。
名
誉
市
民
の

称
号
は
、
本
市
に
居

住
ま
た
は
縁
故
の
あ

る
人
で
、
広
く
学
術

文
化、

産
業
、
経
済

の
進
展
、
そ
の
ほ
か

公
共
の
福
祉
に
貢
献

し
、
そ
の
山
績
が
顕

著
で
あ
り
、
郷
土
の

誇
り
と
し
て、

市
民

の
尊
敬
を
う
け
る
人

に
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

名
誉
市
民
は
、
市

長
が
市
議
会
の
同
意

を
得
て
推
挙
し
、
称

号
お
よ
び
名
誉
市
民

輩
が
贈
ら
れ
ま
す
。

な
お
、

名
誉
市
民
の
事
績
は
市
広
報

で
公
表
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま

す。 「名誉市民」制度できる
一一一 郷土の誇りとして尊敬される人に贈る 一一一

特
産
口
口口

展
ひ示

A 
-;D¥ 

ら

く

特
産
品
展
示
会
は
、

9
月
お
日
か

ら
お
日
ま
で
、
市
民
会
館
お
よ
び
図

書
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
建
具
、
漆
器
、
仏
壇
、
水
産
加
工

品
、
菓
子
、
家
具
な
ど
魚
津
市
の
特

産
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
会
期
中

ゃ
く
五
千
五
百
人
の
入
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
即
売
も
行
な

わ
れ
、
ゃ
く
五
十
万
円
の
売
り
上
げ

が
あ
り
ま
し
た
。

(写
真
H
菓
子
、
建
具
類
が
展
示
さ

れ
た
会
場
〉

補
正
予
算
な
ど

十
六
議
案
を
可
決

八
お
も
な
議
案
V

V
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
が
そ
れ
ぞ
れ
一
位
二
千

百
十
二
万
四
千
円
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
十
四
億
六
千
四
百
二
十
二
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
の
あ

ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
。

民
業
水
産
業
費
リ
大
沢
、
室
田
の
老

朽
溜
池
補
強
事
業
百
三
十
万
円
、
長

引
野
川
地
総
合
整
備
事
業
に
二
千
六

百
二
十
四
万
円
、
小
川
寺
線
な
ど
五

路
線
の
林
道
開
設
に
五
百
五
十
万
円

ほ
か
。

土
木
質
リ
鉢
、
大
熊
の
辺
地
道
路
改

良
に
三
百
五
十
万
円
、
魚
津
中
央
線

(
住
吉
地
内
)
の
舗
装
費
二
百
万
円

な
ど
。

教
育
費
H
中
学
校
統
合
に
よ
る
通
学

扶
助
費
、
体
力
づ
く
り
運
動
費
な
ど

あ
わ
せ
て
三
百
九
十
七
万
円
。

災
害
復
旧
費
H

乙
ん
ど
の
水
害
に
よ

る
復
旧
費
は
土
木
関
係
で
三
千
万
円

種

痘
該
当
者
は
次
の
と
お
り
0

.
第
一
期
H
昭
和
刊
年
6
月
1

日
か
ら
問
料
年
5
月
引
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昨
年

都
合
で
接
種
さ
れ
な
い
人
0

.
第
二
期
日
来
年
小
学
校
に
入

学
す
る
昭
和
初
年
4
月
2
日

か
ら
同
ぬ
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。

百
一
期
第
二
期
た
診
」

校

下

接

種

日

接
種
目

er
-
-

ハ
乳
幼
児
〉
〈
未
就
学
児
)

旬

月

刊

山

月

叩

月

西
布
施

2
日

7
日

9
日

天

神

2
日

7
日

9
日

片

員

9
日

は
日

仲間
日

上
野
方

9
日

目

日

目

日

住

吉

町

目

別

日

お

日

上
中
島

町
日

加

日

幻
自

松

倉

引

日

μ
日

幻

日

臼

倉

引

日

目

日

幻

自

受
付
け
時
間
は
午
後
1
i
2時
。
場

所
は
い
す
れ
も
小
学
校
で
行
な
い
ま

す
。

芸
術
の
秋
を
飾
る
第
九
回
魚
津
市

美
術
展
は
、
日
月
1
日
か
ら
3
日
ま

で
ひ
ら
か
れ
ま
す

D

み
な
さ
ん
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
出
口
問
者
の
範
囲
H
本
市
在
住
者
お
よ

ぴ
市
内
勤
務
者
、
出
身
者
と
し
、
作

品
は
未
発
表
の
も
の

マ
作
品
の
区
分

①
一
般
の
部
(
高
校
生
を
合
む
)

一
部
H
絵

画

二

部
日
彫
刻
・
工
芸

三
部
日
書
四
部
H
写
真
五
部
リ

華
道

①
教
育
の
部
(
小
中
学
生
)

図
画
・

書
道

・
工
作

・
写
真

マ
会
場

一
般
の
部
は
市
民
会
館
お
よ
び
図
書

館
の
一
部
、
教
育
の
部
は
図
書
館

マ
出
品
点
数
H
一
人
二
点
以
内

円
以
林
水
産
業
関
係
で
三
千
百
万
円
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
収
入
に
は
、
市
税
一
千

九
百
八
十
三
万
円
、
困
、
県
支
出
金

五
千
三
百
刀
円
、
分
担
金
負
担
金
二

千
四
百
七
十
三
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

V
名
誉
市
民
条
例
の
設
定

市
民
の
尊
敬
を
受
け
る
人
に
名
誉

市
民
の
称
号
お
よ
び
名
誉
市
民
訟
を

贈
り
、
そ
の
山
町
制
を
旧
制
移
す
る
た
め

条
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

V
魚
津
都
市
計
画
加
積
地
区
土
地
区
間

強
埋
副
業
施
行
規
定
の
設
定

国
鉄
魚
津
駅
前
地
区
の
東
側
に
あ

た
る
加
積
地
区
面
積
ゃ
く
三
十
一

・

八
訟
の
都
市
計
凶
事
業
を
、
何
年
度

か
ら
施
行
す
る
た
め
、
そ
の
規
定
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

V
任
期
満
了
に
と
も
な
う
教
育
委
員

(
教
育
長
)
に
藤
原
平
版
氏
(
六
十

三
歳
、
上
市
町
中
開
発
)
ま
た
、
木

下
幸
安
委
員
の
辞
職
に
と
も
な
う
後

任
に
竹
田
欽
二
氏
(
四
十
八
歳
、
村

木
)
の
選
任
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
が
あ

り
ま
し
た
。

EZ壇橿重醒盟園

マ
規
格
H
H
絵
画
は
額
を
含
め
て
幅
二

M

以
内
、
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
、

書
は
額
ま
た
は
わ
く
張
り
で
幅
一

M

以
内
、
写
真
は
組
写
真
を
除
外
し
四

つ
切
り
以
上
、
カ
ラ
ー
は
プ
リ
ン
ト

と
し
六
つ
切
り
以
上
と
す
る
。

マ
申
し
込
み

H
m
月
お
日
正
午
ま
で
市
川

教
育
委
員
会
へ

マ
出
品
者
は
、
所
定
の
出
品
票
を
は
り
川

山
月
引
日
午
前
9
時
叩
分
か
ら
ロ
時
川

ま
で
に
図
書
館
へ
搬
出
し
て
く
だ
さ
川

¥
O

川

、V

川

心
臓
病
専
門
医
に
よ
る

無
料
検
診
と
講
演

心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
魚
津
川

支
部
で
は
、
心
臓
病
の
専
門
医
を
呼
川

ん
で
、
講
演
と
無
料
検
診
を
す
る
こ
川

と
に
し
て
い
ま
す
。

川

マ
日
時

H
m
月
お
日
(
日
)
午
前
山
川

時

か

ら

川

住

民

検

診

マ
場
所
H
図
書
館

川
校
下
別
の
住
民
検
診
日
は
次
の
と

八
講
演

V

川
お
り
。
学
校
や
勤
め
先
で
定
期
的
に

「
県
内
に
お
け
る
心
臓
手
術
と
現
川
検
査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
検

況
」
講
師
は
日
赤
富
山
病
院
第
三
川
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

外

斜

医

長

境

谷

謙

二

氏

川

八

加
積

v
m月
は
日
H
吉
島
弘
法
湯

(前
9
・
m
lロ
)
加
積
公
民
館

八
無
料
検
診
V

(後

1
1
3
)

希
望
者
に
対
し
て
検
診
を
し
ま
す
川

-

川

什

月

4
日
リ
宮
の
下
中
村
繁
徳
宅
(

く
わ
し
い
と
と
は
、
市
保
健
衛
生
川

副
9

・3
i
口
、
後
1
1
3
)

課
ま
た
は
、
守
る
会
事
務
局
(
末
広
川

川八
大
町

v
m月
刊
日
リ
南
町
青
年
会

町
船
田
安
子
宅
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
川

館
〈
前
9
・
叩
i
ロ
、
後
1
1
3
)

く
だ
さ
い
。

川八
上
中
島

v
m月
日
日
H
出
野
崎
幸

"

次
郎
宅
(
前
9
・
m
i
m
-初
)

乙
の
4
月

川

十

魚
津
総
合
高
等
職
業

H

有
山
五
七
行
雄
宅
〈
前
日
i
ロ〉

か
ら
閲
一
山
さ
川

J

'

訓

練

校

と

改

称

凡
ヒ
宮
正
円
高
山
七
中
島
小
学
校
(
後
1
i
3
)

-

J

f
j
j

川八
道
下

v
m月
日
日
日
青
島
社
℃

律
総
合
職
業
訓
練
所
は
、
と
ん
ど
職
川

ー
ロ
〉
道
下
公
民
館

業
訓
練
法
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
、

(後
1
i
3
)

乙
の
名
称
が
叩
月
1
日
か
ら
「
国
立
川

川
八
上
野
方

v
m月
げ
日
日
し
む
ら
湯

魚
津
総
合
同
等
職
業
訓
練
校
」
に
改

川

前

9
・
m
lロ
)

石
町
石
川
茄

称
さ
れ
ま
し
た
。

代
治
宅
(
後
l
i
3
)

叩
月
引
日
目
上
野
方
向
以
協
(
前
9
・

現
代
社
会
に
即
必
し
た
教
養
と
知

識
を
身
に
つ
け
る
目
的
で
、
中
央
公

民
館
主
催
の
「
市
民
教
養
講
座
」
が

ひ
ら
か
れ
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
、

川
月
初
日
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
日
一
般
市
民
で
、
と
く
に
育
少

年
育
成
に
関
心
の
深
い
人
、
お
よ
び

関
係
団
体
の
指
導
者

マ
人
員
H
U
八
十
名

マ
主
題
H

「
健
全
な
青
少
年
を
育
成
し

明
る
く
豊
か
な
市
民
づ
く
り
へ
の
対

策」

マ
開
催
日
時
と

諮
師

・
第
一
回
は
刊

月
日
間
日

(
日
)
午
後
1
附
か
ら
、
富

山
県
精
神
開
発
室
長
秋
山
・
耐
久
氏

(
交
渉
中
)

・
第
二
回
は
ロ
月
刊
日

(
日
)
午
後
1

時
か
ら
、
富
山
県
青
少
年
活
動
実
践

協
議
会
長
草
野
克
正
氏

・
第
三
回
は
昭
和
何
年
2
月

n日
(
日
)

午
後
1
時
か
ら
、
富
山
大
学
教
育
学

部
教
授
林
三
雄
氏

マ
場
所
リ
市
民
会
館
三
階
会
議
室

マ
受
講
料
日
無
料

叩

i
ロ
)

八
本
江

v
m月
引
日
H
本
江
公
民
館

前

(後
1
i
3
)

小

児

マ

ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

該
当
者
は
昭
和
刊
年
7
月
1
日
か

ら
問
料
年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
と
、
昭
和
刊
年
2
月
1

日
か
ら
同
何
年
6
月
初
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
ま
だ

一
回
し
か
服
用
し
て
い

な
い
人
で
す
。
料
金
は
五
十
円
。

校

下

服

用

日

場

所

叩
月

経

回

戸

7
ヨ
経
団
福
祉
会
館

西
布
施
』

2
f
(旧
経
回
保
育
園
)

加
積
片
貝
戸
;

天
神

」
お
日

加
積
小
学
綾

大

町

村

木

mu
日

市

民

会

館

道

下

本

江
戸

上
野
方

」
叩
日

市

民

会

館

住

吉

松

倉
戸H

H

月

上

中

島

」

6
日
住
吉
公
民
館

受
付
け
時
間
は
午
後
l
t
2時

料
胃

ガ

ン

検

診

9
i
m月
は
ガ
ン
制
圧
月
間
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で

無
料
で
胃
の
集
団
検
診
を
行
な
い
ま

す
。
検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
早

め
に
市
保
険
衛
生
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
日
時
U
叩
月
引
日
午
前

9
i什
時

マ
場
所
リ
魚
津
保
健
所

マ
人
員
日
七
十
五
名

マ
申
し
込
み
H
締
め
切
り
日
は
叩
月

日
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

無子

宮

ガ

ン

検

診

市
で
は
県
成
人
病
協
会
の
協
刀
を

得
て
、
子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目

的
に
集
団
検
診
を
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時

H
m月
引
日
午
後
1
1
2
時

マ
場
所
H
本
江
公
民
館

マ
人
員
H
百
名

マ
料
金
H
三
百
五
十
円

マ
申
し
込
み
リ
締
め
切
り
日
は
叩
月

加
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で

早
め
に
市
保
険
衛
生
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

幼

児

検

診

該
当
者
は
昭
和
位
年
4
月
1
日
か

ら
同
刊
年
7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

叩
月

道

下

位

日

道

下

公

民

館

受
付
け
時
間
は
午
後
l
i
2
時

日
月
間
日
行

な
う
予
定
の
股

脱
検
診
は
、
祭
日
の
た
め
中
止
し
ま

す。 服
脱
検
診
の
中
止



十
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
ま
と
め

て
納
め
る
割
引
前
納
制
度
も
あ
り
ま

す。

マ
年
金
の
額

年
金
額
は
三
万
円
で
す
。
で
す
か

ら
一
年
六
か
月
で
掛
金
分
は
、
か
え

る
勘
定
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
福
祉

年
金
の
よ
う
に
所
得
に
よ
る
制
限
な

ど
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
し
、
掛
金

マ
希
望
加
入
で
き
る
人

う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

の
途
中
で
の
交
通
事
故
な
ど
、
け
が

現
在
ど
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
申
出
世
に
記
入
抑
印
の
う
え
、
年
金
や
病
気
に
刻
す
る
障
害
年
金
の
保
障

て
い
な
い
人
で
、

:-J
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ぺ.り-
ト
:
l
i
-
-
J
-ト
-
L‘
J
・ト・三
-Li'・・e-FLip--czfir-
--r:
i

i
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も
あ
り
ま
す

厚

生

年

金

の

福

山

高
齢
者
の
希
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望
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語

路

区
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注

目
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………………………………
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mm再
開

一

家

殺

…

宏

一

一

一

一

一

①
川
品
川
斗

る
普
通
恩
給
な
ど
け
一
一
一
一
一
一
日
.
日
行
.
い
一
行
口
一
日
一
日
一
九
一八日・一
一一.日一行一
一一三・
.
J
A

4
-
ー
ま
で

年
金
を
受
け
ら
れ

委
員
ま
た
は
市
役
所
市
民
課
へ
お
申
の
出
生
者
H
六
十
五
段
か
ら
支
給

な
い
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

し

込

み

く

だ

さ

い

。

①

明

治

引

・
4
・
2
1
同
位
・
4
・ー
ま
で

マ
加
入
の
申
し
出

マ
掛
金
期
間

の
出
生
者
日
六
十
六
歳
か
ら
支
給

加
入
の
申
し
出
は
お
そ
く
と
も
昭
乙
と
し
中
に
巾
し
出
た
人
は
昭
和
①
明
治
刊
・
4
・
2
i
同
引・

4
-ー
ま
で

利
何
年
6
月
ま
で
に
行
な
わ
な
け
れ
何
年
1
月
か
ら
、
何
年
2
月
か
ら

6

の
出
生
者
H
六
十
七
歳
か
ら
支
給

ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
希
望
者
は
、
月
ま
で
に
申
し
出
た
人
は
、
申
し
出
@
明
治
犯
・
4
・
2
1
同
刊
・

4
-
ー
ま
で

な
る
べ
く
年
内
に
申
し
込
ん
で
い
た
た
月
か
ら
五
年
間
掛
金
し
て
い

た

の

出
生
者
リ
六
十
八
歳
か
ら
支
給

だ
い
て
年
金
を
早
く
も
ら
わ
れ
る
よ
だ
き
ま
す
。
掛
金
は
毎
月
七
百
五

_ 44. 10. 1一一一 (2)一一

国
民
年
金
が
大
幅
に
改
善
さ
れ、

み
な
さ
ん
の
老
後
は
年
金
で
明

る
く
容
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
五
十
八
歳
か
ら
六
十
三
歳

ま
で
の
人
(
明
治
犯
年
4
月
2
日
か
ら
科
年
4
月
1
日
ま
で
の
出
生

者
)
で
拠
出
年
金
の
保
障
の
な
い
人
た
ち
に
も
、
国
民
年
金
へ
の
希

望
加
入
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

報第 3種郵便物認可 ーー

魚
津
市
を
花
と

緑
で
美
し
く
す
る

運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ

ん
ど
坪
野
|
古
・
鹿

熊
林
道
ぞ
い
に
桜

の
木
、
ゃ
く
八
百

本
植
え
る
計
画
が

た
て
ら
れ
て
い
ま

す。
と
れ
は
、
4
H

ク
ラ
ブ
、
魚
津
市

を
花
と
緑
で
美
し

く
す
る
運
動
推
進

協
議
会
お
よ
び
市

が
主
体
と
な
っ
て

現
在
開
設
中
の
坪

野
古
臨
熊
線
林
道

の
富
山
湾
が
一
望

で
き
る
見
は
ら
し

の
よ
い
場
所
(
抑
制

高
ゃ
く
六
百

M
)

一一

i
三
キ
ロ

M
に
わ
た
っ
て
植
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。
林
道
に
三
百
五
十

本
、
山
腹
の
台
地
こ
か
に
三
百
本
、

補
舶
用
苗
百
五
十
本
が
百
七
十
五
万

円
の
費
用
を
か
け
て
、
山
月
下
旬
か

1桜:樹!gioi!Oj米桓え!岩
眺望のよい坪野古鹿熊林道ぞいに

?怠?容2意無

ら
け
月
上
旬
に
植
樹
さ
れ
る
予
定
で

す
。乙

の
費
用
の
う
ち

4
H
ク
ラ
プ
が

七
十
万
円
、
市
二
十
五
万
円
、
そ
の

他
八
十
万
円
は
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
付
近
に
は
三
年
後
に
花
が
咲

く
よ
う
に
な
り

「
桜
の
新
名
所
」
と

な
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
林
道

近
く
に
は
松
倉
城
跡
、
北
山
城
跡
な

ど
が
あ
り
、
市
街
地
か
ら
自
動
市
で

問
i
五
十
分
で
行
け
る
絶
好
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ

l
ス
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

お

ご

そ

か

に

献
穀
田
の
抜
穂
式

新
嘗
祭
に
献
穀
す
る
石
似
新
稲
感

新
平
さ
ん
の
献
穀
田
の
「
抜
穂
式
」

が
訂
日
行
な
わ
れ
、
神
事
の
あ
と
長

男
の
州
三
さ
ん
が
神
主
姿
で
稲
を
刈

り
ま
し
た
。

稲
盛
さ
ん
は
、
こ
と
し
脊
、
県
奨

励
品
種
の
ヨ
モ
マ
サ
リ
を

ご
っ
，
川
の

回
に
田
植
え
し
、
精
魂
乙
め
て
殺
前

さ
れ
ま
し
た
。
献
穀
米
一

・
八
凶
は

叩
月
白
日
夫
婦
同
作
で
宮
内
庁
へ
献

納
す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
献
穀
田
の
抜
穂
式
)

秋o

の。

交o

遇。

安。

全。

運。

動。 急

6
日

か

ら

は

じ

ま

る

乙
と
し
に
入
っ
て
か
ら
の
交
通
事

故
は
、
昨
年
に
く
ら
べ
て
一
か
月
も

早
く
、
死
者
が

一
万
人
を
突
破
す
る

と
い
う
悲
惨
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
と
く
に
こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
期

を
迎
え
、
事
故
も
多
く
な
る
乙
と
が

予
砲
さ
れ
ま
す
の
で
、
叩
月
6
日
か

らは
U

日
ま
で
全
国
い
っ
せ
い
に
秋
の

交
通
安
全
迎
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
民

一
人
一
人
が
交
通
W
I
W
を

よ
く
守
っ
て
い
交
通
劫
故
の
防
止
に
つ

と
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
次
の

重
点
事
項
に
ど
協
力
願
い
ま
す

U

①
歩
行
者
が
正
し
い
横
断
を
す
る
。

①
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
を
ま

も
る
。

①
子
ど
も
や
老
齢
者
の
交
通
安
全
を

ま
も
る
。

④
削
飲
み
運
転
を
追
放
す
る
。

な
お
、
1
月
か
ら

8
月
ま
で
市
内

で
お
き
た
交
通
事
故
を
比
較
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

件

数

死

者

傷

者

一

件

人

人

刊
年

一
O
四

八

一

間

二

村

年

二

ハ

二

六

二
二
七

一

こ
の
よ
う
に
交
通
事
故
件
数
で
は

一

五
十
八
件
(
昨
年
比
五
五
町
増
)
傷

一

者
は
八
十
六
人
(
同
六

or増
)
ふ

え
て
い
ま
す
が
、
死
者
は
二
人
(
同

二
五
軒
減
)
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

オ
ー
ト
バ
イ
運
転
者
へ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
必
ず

か
ぶ
ろ
う

最
近
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
死
傷
者

は
ふ
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
事
故
を

容

器

は

寄

生

虫

検

査

を

実

施

回
収
日
に
指
定
場
所
へ

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
寄
生
虫
検
査
を
叩
月

i
什
月
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。寄

生
虫
が
か
ら
だ
の
中
に
い
ま
す

と
、
い
ろ
ん
な
病
気
の
原
因
と
な
り

ま
ず
か
ら
、
年
に

一
度
ぐ
ら
い
は
ぜ

ひ
検
査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
と
し
の

5
1
6
月
に
か
け
て
、

市
内
小
中
学
校
生
徒
六
千
百
名
の
舟

生
虫
検
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、

有

卵
者
が
七
十

一
人
お
り
、
そ
の
う
ち

鞭
虫
四
十
九
人
で
過
半
数
を
占
め
、

つ
い
で
姻
虫
の
順
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
焼
以
だ
け
の
検
査
で

は
四
百
人
も
が
保
有
者
で
し
た
。

家
族
の
中
に
符
生
虫
の
有
卵
者
が

い
る
場
合
に
は
、
家
族
感
染
で
広
が

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

寄
生
虫
検
査
は
、
近
く
配
布
し
ま

|
|
|
あ
す
の
し
あ
わ
せ
を
守
る
国
民
年
金

ー
ー

お
こ
し
た
運
転
者
の
ほ
と
ん
ど
が

ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。

9
月
日
日
か
ら
叩
月
日
日
ま
で
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
運
動
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
オ
ー
ト
バ
イ
で
の
死
者

の
八

orま
で
が
頭
部
の
け
が
に
よ

る
も
の
で
す
か
ら
、
頭
部
を
保
護
す

る
た
め
、

ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
必
ず
か
ぶ

り
ま
し
ょ
う
。

災
害
復
興
住
宅
資
金
の

別

貸

付

特

{ナ

8
月
豪
雨
で
雁
災
さ
れ
た
人
に
刻

し
て
、
そ
の
家
屋
を
補
修
す
る
た
め

の
資
金
が
貸
し
付
け
さ
れ
ま
す
。

お
金
を
借
り
た
い
人
は
、
叩
月
同

日
ま
で
市
役
所
建
設
課
に
あ
る
「
災

害
復
興
住
宅
に
関
す
る
認
定
書
」

に

必
要
事
項
を
記
入
し、

二
部
拠
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
屋

の
被
害
率
の
認
定
を
受
け
、
迎
絡
の

す
容
器
に
、
回
収
日
に
奨
使
を
入
れ

て
、
区
長
さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
場
所

へ
お
出
し
願
い
ま
す
。

地
区
別
の
阿
収
日
は
次
の
と
お
り

〈
叩
月
V

V
松
倉

H
m日
・
引
日

V
上
野
方

H
2
日

V
片
貝
リ
お
日

・Mm
日

V
天
神
H
お

u
v下
山
中

島
H
H
U
日

-m円
V
上
巾
島

H
mu

円

・
初
日

V
道
下
H
引
円

・
け
月

1
1

「コ

八
円
月
V

V
加
積

H
4
日

・
5
日

V
下
野
方

H
6
日

・
7
日
・

8
日

V
経

m
H
m日
・
け
日

V
魚
掛
昨
日

ロ
日

・
は
口
・
同
日

・
日
日

・
げ
日

最
近
の
犯
罪
傾
向
は

各
種
の
交
通
機
関
の
発

達
に
よ
っ
て
、
犯
人
の

行
動
範
囲
が
ま
す
ま
す

広
域
に
わ
た
っ
て
き
ま

し
た
。
と
く
に
自
動
車

を
使
う
犯
罪
が
た
い

へ

ん
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
生
前
の
内

聞
に
も
っ
と
も
多
く
先

生
し
、
被
害
に
か
か
り

ゃ
す
い
郎
知
事
件
を
み

ま
す
と
、
①
現
金
を
目

的
と
す
る
事
務
所
荒
し

金
庫
破
り
。
①
市
外
地
近
郊
の
住
宅

地
や
、
ア
パ
ー
ト
の
ア
キ
巣
ね
ら

い
。
①
自
動
車
や
自
転
車
盗
難
な
ど

恕
質
な
盗
犯
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

あなたのひとこと一一..

J12交活動にご協力を

電
話
局
か
ら
:
:
・

電

話

料

金

を

改

定

電
々
公
社
で
は
、
旧
月
1
日
か
ら

基
本
料
金
の
改
定
と
近
距
離
市
外
通

話
料
の
値
下
げ
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
と
の
た
び
の
改
定
は
、
電
話
取

扱料ト
L

E
3
d
l

・

金

(f711f14ヤ&JlLj1切liれ外る通p4a1 l(∞3分番2通T」) 

|設て
事務用 住宅用

おもな通 ~t
新旧 新旧iff I 111 新 IA

al1u1fil見lll、入清帯111、.下制車f11.1. 
j{・1'1 1'1 単独及ぴ 同 円

60円0 4円20 関 関 18121 
構内変換

850 600 

f栓地dl岬l中IHII:、j、-回-tje4d;j1章k2八t、f立絹F14.l人ii小大、、A!}l?l4!Ll ?陰川. f お 36 秘話式
720 510 510 360 

一 一 2刻可制

来1l!?RVI; l、IIlllI l、‘ì~筒ltji1革1t、、'1車市、! 民小峨i沌~ ω 21 21163 普通
550 390 390 270 

一 一 2射可電話

大1:112.町2li:、‘ 池JR4H11、.}lHt小'ト谷持、、 Zl ω 
集団電話 hO 740 640 640 

料基本魚 ;ltかち ili外通 問 料マ
辺被刈機場

ママ
叶貸円家貸が村

市
内
通
話
と
、
近

距
離
の
市
外
通
話

と
の
料
金
格
差
の

是
正
の
た
め
、
近

距
離
市
外
通
話
料
を
値
下
げ
す
る
と

い
う
こ
つ
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま

す
。
お
も
な
改
正
料
金
は
上
表
の
と

お
り
。

行
政
相
談
所
を
開
設

内

日

中

村

画

廊

で

叩
月
ロ
日
か
ら
同
日
ま
で
の

一
週

間
は
、
行
政
管
理
庁
が
全
国
い
っ
せ

い
に
行
な
う
行
政
相
談
週
間
で
す
。

富
山
行
政
監
察
局
で
は
、
こ
の
週
間

に
ち
な
ん
で
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
ひ
ら
き
ま
す
。
役
所
の
こ
と

な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
お
一
気
軽
る

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

uu
m月
日
日
(
水
)
午
前
叩
時

か
ら
午
後
4
時

マ
と
乙
ろ
U
中
央
通
り
中
村
画
廊

当
日
は
、
富
山
行
政
監
察
局
、
谷

川
克
徳
行
政
相
談
委
員
、
市
の
係
員

が
出
席
し
ま
す
。

ヲー

県
庁
移
動
相
談
室

1
日

県
で
は
、
直
接
住
民
の
声
を
開
く

た
め
、
県
庁
の
移
動
相
談
室
を
ひ
ら

き
ま
す
。
当
日
は
県
相
談
室
長
、
魚

津
土
木
出
張
所
長
、
魚
津
農
地
林
務

事
務
所
長
な
ど
が
出
席
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
県
政
に
対
す

る
と
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
m月
げ
日
(
金
)
午
後
1

時
か
ら
4
時
ま
で

マ
場
所
リ
松
倉
小
学
校
坪
野
分
校

一

叩
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
の
助
け

一

一
あ
い
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
お
気

一

一
の
毒
な
人
を
国
民
全
部
で
助
け
合
う

一

一
た
め
、
募
金
運
動
に
み
な
さ
ん
の
ご

一

一
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

こ
の
よ
う
な
最
近
の
犯
罪
傾
向
に

対
応
し
て
、
瞥
祭
で
は
、
犯
罪
が
多

発
す
る
夜
間
は
、
刑
事
を
配
位
し
た

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど

懸
命
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
犯

罪
製
査
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ど
協
力

で
す
。
直
佐
犯
人
宇
佐
川
え
る
乙
と
に

結
び
つ
か
な
く
て
も
、

「乙

ん
な
こ

と
が
」

「
乙
れ
ほ
ん
の
参
考
だ
が
」

と
い
う
よ
う
な
断
片
的
な
こ
と
で
も

み
な
さ
ん
か
ら
「
み
た
こ
と
、
聞
い

た
乙
と
、
知
っ
て
い
る
ζ

と
」
を
あ

り
の
ま
ま
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

い
ち
ば
ん
製
査
に
役
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
瞥
察
の
捜
査
活
動
に
み
な

さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
魚
津
瞥
祭
署
)

犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
生
後
九

十

一
日
以
上
の
犬
は

必
ず
登
録
と
予
防
注

射
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
口
実
施
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
が

犬
に
な
れ
た
人
が
お

連
れ
く
だ
さ
い
。

登
録
手
数
料
は
三

百
円
、
注
射
料
二
百

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
六
十
円

と
印
鑑
が
い
り
ま
す
。

V
西
布
施
連
絡
所
叩
月
日
日

m
l日

時

V
天
神
小
学
校
日
日
ロ

i
1時

V
片
貝
連
絡
所
同
日

9
i
m時

V

加
積
公
民
館
同
日

H
iロ
時
叩
分

V
江
口
江
師
三
次
宅
同
日
1
時
叩
分

l
2
時
加
分

V
上
中
島
連
絡
所
内

日
9
1
叩
時

V
魚
津
農
協
松
倉
支

所
目
白
川

i
ロ
時

V
北
山
鉱
泉
前

日
日

i
i
2時

V
経
団
連
絡
所
目

白
川

i
ロ
時

V
日
カ
青
島
社
宅
問

日
1
1
3時

V
村
木
小
学
校
げ
白

川

t
ロ
時

V
大
町
小
学
校
げ
日
1

1
3時

V
上
野
方
連
絡
所
同
日
9

i
m時

V
住
吉
小
学
校
同
日
目
時

叩
分

i
ロ
時

V
魚
津
保
健
所
旧
日

1
1
3時

V
魚
津
市
役
所
前
日
日

〕

a

「

H
i
3
同

犬の登録

と注射~ 
犬
の
断
種
手
術
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
登
録

と
注
射
を
受
け
ら
れ
る
会
場
で
係
員

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

断
種
手
術

叩
月
は
野
犬
一
掃
月
間

叩
月
は
野
犬
を
な
く
す
る
運
動
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
乙
の
則
問
中
は
不

用
な
犬
を
百
円
で
買
い
上
げ
ま
ず
か

ら
保
健
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今

月

の

納

税

一

市
県
民
税
第
三
期
一

納
期
限
は
叩
月
幻
日
で
す
一

寄

付

マ
三
万
円
日
鴨
川
町
深
川
利

義

マ

二
万
円
H
本
江
小
坂
安
彦

マ

二

万

円
文
化
町
川
町
光
雄

マ
一
万
円
H

荒
町
本
吉
稔
マ
一
万
円
H
友
道
米

間
月
子

マ
一

万
円
H
宮
山
一品
段
平

一

香

典
返
し
の

一
部
を
社
会
福
祉

既
設
金
に
符
付
が
あ
り
ま
し
た
。

八
水
害
見
舞
金

V

マ
一
万
百
十
八
円
日
日
本
社
会
党
魚

内
総
支
部

マ
三
千
円
日
川
県
波
国
神

社
恭
代
会

マ
一
千
円
U
H
諏
訪

一
区

古
川
沿
次
郎
累
計
六
十
六
万
九
千

百
十
八
円

戦
没
者
に
対
す
る
叙
勲
昭
和
白

年
度
か
ら

本

年

度

で

終

了

実
施
さ
れ

て
き
た
戦
没
者
に
刻
す
る
叙
却
は
、

本
年
度
で
終
わ
り
ま
す
。
末
受
領
者

や
叙
勲
調
査
票
を
出
し
て
い
な
い
人

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
と

れ
ま
で
に
本
市
で
七
百
五
十
名
が
叙

勲
さ
れ
、
勲
記
勲
章
の
伝
達
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

中
部
高
架

高
架
下
管
理
事
務
所

2

株
式
会
社
で

設

置

さ

れ

る

は
、
電
鉄
魚

津
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ル
二
階
に
「
魚

津
高
架
下
管
理
事
務
所
」
を
設
け
ま

し
た
。
高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
相
談
を
受
け
た
り
、
申

込
み
受
付
け
も
し
て
お
り
ま
す
か
ら

ど
利
用
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁

で
は
次
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
付
締

切
日
は
叩
月
引
日
(
防
衛
大
学
は
け

月
5
日
)
で
す
。

A
防
衛
大
学
校
学
生
、
航
空
学
生
、
看

護
学
生
V

-
年
齢
H
昭
和
何
年

4
月
l
日
現
在
で

防
衛
大
学
生
は
二
十
一
歳
未
満
、
航

空
学
生
は
二
十
歳
未
満
、
看
護
学
生

は
二
十
二
歳
末
満
。

・
学
力
日
高
校
卒
業
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
析
。

A
自
衛
隊
生
徒
V

資
格
は
昭
和
何
年
4
月
1
日
現
在
十

七
歳
未
満
で
中
学
卒
業
の
者
。

そ
の
ほ
か
、
婦
人
自
衛
官
(
一
般

看
設
)
、
衛
生
貸
費
学
生
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

自
衛
隊
各
学
生
を
募
集

八
日
曜
、
祭
日
の
当
番
医

V

V
5
日
日

(
毘
)
大
町
船
崎
医
院

(夜
)

住
吉
寺
崎
医
院

v
m日
リ

(盛
)中

央
通
り
二
丁
目
桝
崎
医
院
(
夜
)新
金

屋
一
丁
目
羽
田
医
院

V
ロ
日
H

(れ
)
本
江
松
井
医
院
(
夜
)
緑
町
早
川

病
院

V
日
日

H
(尽
)
浜
経
団
江
幡

医
院
(
夜
)
田
方
町
、
河
内
医
院

V
お

日

H
(れ
)
友
道
晒
屋
医
院
(
夜
)本
江

沢
円
医
院


